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福岡市中央卸売市場開設運営協議会　委員名簿

（敬称略・順不同）

氏　　　名 選　　　　出　　　　区　　　　分

津 田 信 太 郎 福 岡 市 議 会 議 員

堤 田 寛 福 岡 市 議 会 議 員

黒 子 秀 勇 樹 福 岡 市 議 会 議 員

井 上 麻 衣 福 岡 市 議 会 議 員

倉 元 達 朗 福 岡 市 議 会 議 員

川 口 浩 福 岡 市 議 会 議 員

鐘 江 義 広 福 岡 県 農 林 水 産 部 長

甲 斐 諭 中 村 学 園 大 学 学 長

波 積 真 理 熊 本 学 園 大 学 商 学 部 教 授

消費者 井 出 龍 子 消 費 生 活 相 談 員

生産者 小 山 隆 代 福 岡 市 農 業 協 同 組 合 理 事

青果部 丸 小 野 光 正 福 岡 大 同 青 果 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長

川 端 淳 ㈱ 福 岡 魚 市 場 代 表 取 締 役 社 長

河 島 俊 幸 福 岡 中 央 魚 市 場 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長

食肉部 吉 田 満 福 岡 食 肉 市 場 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長

　　

（R1.11.1時点）

委員種別

市議会議員

学識経験者

学者

行政機関

卸売業者 水産部



２ 
 

 
 
 
議題１ 会長及び副会長の選任について 
 

 

 

           会   長                  

 

 

 

           副 会 長                  

 

 

 

 

 
 
 

 
【参考】   福岡市中央卸売市場業務条例（抜粋） 

 
 
第７章 市場開設運営協議会及び中央卸売市場市場取引委員会 

 
（中央卸売市場開設運営協議会の設置） 
第83条  市場における業務の運営に関し必要な事項を調査審議させるため，市長の附属機関 

として福岡市中央卸売市場開設運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。 
 

    ～ 第84条から第85条まで略 ～ 
 
（委員の任期） 
第86条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

 
（会長及び副会長の選任並びに権限） 
第87条 協議会に会長及び副会長１人を置き，委員の互選によつてこれを定める。 

２ 会長は，協議会を代表し，会務を総理する。 
３ 会長に事故があるときは，副会長がその職務を代理する。 

 
（招集） 
第88条 協議会は，会長が招集し，会長がその議長となる。 

 
    ～ 第89条略 ～ 
 
（部会）  
第90条 協議会に青果部会，水産物部会及び食肉部会（以下「部会」と総称する。）を置く。  

    ２ 部会は，会長の指名する委員及び専門委員で組織する。  
 

資料１ 
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議題２　所属部会の決定について

委員

所属部会

津田 信太郎

堤 田 寛

黒子 秀勇樹

井 上 麻 衣

倉 元 達 朗

川 口 浩

鐘 江 義 広 青 果

専門委員

所属部会

姫 野 勝 弘 水産物

篠 崎 喜 信 水産物

○　所属部会（案）

　　青果部会（１１名）

氏　　　名 選　　　　出　　　　区　　　　分 役 職

福 岡 市 議 会 議 員 委 員

福 岡 市 議 会 議 員 委 員

鐘 江 義 広 委 員

小 山 隆 代 福 岡 市 農 業 協 同 組 合 理 事 委 員

丸小野 光正 福 岡 大 同 青 果 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長 委 員

簑 原 良 伸 福 岡 大 同 青 果 ㈱ 常 務 取 締 役 専門委員

波多江 隆助 福 岡 市 青 果 卸 売 商 業 協 同 組 合 理 事 長 専門委員

木 下 康 一 福 岡 市 青 果 商 業 協 同 組 合 理 事 長 専門委員

清 水 源 義 福 岡 市 園 芸 振 興 協 会 会 長 専門委員

鬼 木 晴 人 福 岡 市 農 業 協 同 組 合 代 表 理 事 組 合 長 専門委員

藤 野 真 治 福 岡 市 東 部 農 業 協 同 組 合 代 表 理 事 組 合 長 専門委員

※網掛けは，新たに就任された委員

福 岡 市 議 会 議 員

〃

〃

福 岡 県 農 林 水 産 部 長

氏　　名 選出区分

福岡市中央卸売市場第一種関連事業組合 組合長

福 岡 水 産 物 取 引 精 算 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長

氏　　名 選出区分

〃

〃

〃

福 岡 県 農 林 水 産 部 長



 ４

　　水産物部会（１６名） （敬称略・順不同）

氏　　　名 選　　　　出　　　　区　　　　分 役 職

福 岡 市 議 会 議 員 委 員

福 岡 市 議 会 議 員 委 員

波 積 真 理 熊 本 学 園 大 学 商 学 部 教 授 委 員

井 出 龍 子 消 費 生 活 相 談 員 委 員

川 端 淳 ㈱ 福 岡 魚 市 場 代 表 取 締 役 社 長 委 員

河 島 俊 幸 福 岡 中 央 魚 市 場 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長 委 員

石 田 祐 幸 福 岡 県 農 林 水 産 部 水 産 局 長 専門委員

白 木 隆 一 ㈱ 福 岡 魚 市 場 専 務 取 締 役 専門委員

廣 川 一 志 福 岡 中 央 魚 市 場 ㈱ 取 締 役 専門委員

安 部 泰 宏 福 岡 市 鮮 魚 仲 卸 協 同 組 合 理 事 長 専門委員

豊 増 重 利 福 岡 魚 類 出 荷 仲 卸 組 合 組 合 長 専門委員

稲 益 重 樹 福 岡 水 産 物 商 業 協 同 組 合 理 事 長 専門委員

姫 野 勝 弘 専門委員

篠 崎 喜 信 専門委員

細江 四男美 福 岡 市 漁 業 協 同 組 合 理 事 専門委員

渕 口 季 信 日 本 遠 洋 旋 網 漁 業 協 同 組 合 理 事 専門委員

　　食肉部会（７名）

氏　　　名 選　　　　出　　　　区　　　　分 役 職

委 員

委 員

甲 斐 諭 中 村 学 園 大 学 学 長 委 員

吉 田 満 福 岡 食 肉 市 場 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長 委 員

山 下 克 之 福 岡 県 農 林 水 産 部 畜 産 課 長 専門委員

津 田 隆 福 岡 食 肉 市 場 ㈱ 取 締 役 総 務 部 長 専門委員

宮 﨑 成 治 福 岡 食 肉 買 参 事 業 協 同 組 合 理 事 長 専門委員

※網掛けは，新たに就任された委員

福 岡 市 議 会 議 員

福岡市中央卸売市場第一種関連事業組合 組合長

福 岡 水 産 物 取 引 精 算 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長

※網掛けは，新たに就任された委員，専門委員

福 岡 市 議 会 議 員

資料２ 



①　本市が，市民に安全・安心で良質な生鮮食料品を円滑かつ安定的に供給するために，国の認定を受け，引き続き中央卸売市場の開設者として市場の開設及び運営に携わっていく。
②　法改正の主旨を踏まえた条例改正を行い，生産者・消費者双方のメリットとなるよう，市場ごとの特徴を活かした柔軟な取組みによって市場の活性化を実現する。

市場の開設及び運営に関する基本的な考え方について

１　中央卸売市場の機能と現状

２　法改正による国のねらい

３　本市の対応

①　中央卸売市場の開設者を自治体に限定した認可制を廃止。

　　中央卸売市場は今後も食品流通の核として堅持することとし，生産者保護の仕組みを遵守し，高い公共性を有する者に中央卸売市場を認定。

中央卸売市場は，安全・安心で良質な生鮮食料品を消費者である市民に円滑かつ安定的に供給するために重要な公共的・基幹的なインフラ。

近年，生鮮食料品のネット販売など流通ルートが多様化しているが，集荷（卸売業者）・分荷（仲卸業者）・価格形成等の調整機能や生産者保護の仕組みを有する中央卸売市場は，
生産者の重要な出荷先の選択肢の１つであり，現在も市民に安全・安心で良質な生鮮食料品を円滑かつ安定的に供給するための重要なルートであり食品流通の核となっている。

②　実態に合わなくなった一律の取引規制を原則廃止。

　　市場ごとの特徴を活かした柔軟な取引を可能にし，生産者・消費者のメリットを向上することで市場を活性化。

中央卸売市場 

差別的取扱いの禁止 
 
卸売業者は，生産者等に対し， 
不当に差別的な取扱いをして 
はならない 

受託拒否の禁止 
 
卸売業者は，正当な理由なく， 
生産者からの販売委託を拒否 
してはならない 

代金決済の確保 
 
卸売業者は生産者に対し， 
原則，卸売した日の翌日までに 
代金を支払わなければならない 

小売店との契約販売 

生産者が個別出荷 

食品製造業者等との契約販売  

実
需
者 

（
ス
ー
パ
ー
・小
売
店
・食
品
製
造
業
者
等
） 

消
費
者 

（
市
民
） 

ネット通販，直売所等 

卸
売
業
者 

出
荷
団
体 

（
農
協
・漁
協
） 

 生
産
者 

直荷引きの禁止 
 
 仲卸業者は，その市場の 
 卸売業者以外から買入れて 
 販売することは原則禁止 

第三者販売の禁止 
 
 卸売業者は，その市場の 
 仲卸業者以外に販売する 
 ことは原則禁止 

商物一致の原則 
 
 卸売業者は，市場内にある 
   物以外の物を原則卸売禁止 

生産者保護の仕組み 一律の取引規制 

仲
卸
業
者 

多
様
な
ル
ー
ト
を
選
択
可
能 

【参考】 平成30年度 市場開設運営協議会資料 

５
 



市場の開設及び運営に関する基本的な考え方について

条例改正に先立ち，本市が引き続き中央卸売市場の開設者となる理由・目的を明らかにし，今後の市場の開設及び運営の基本的な考え方を以下に示す。

４　市場の開設及び運営に関する基本的な考え方

５　スケジュール（想定）

法改正の主旨を踏まえ，本市としても規制を緩和 

 

国は一律の取引規制を廃止 

【市場ごとの特徴を活かす取引規制は設定可能】 

・卸売業者の業務及び財務を指導監督 
 
・仲卸業者の業務及び財務を指導監督 

現行基準（業務を適確に遂行する知識・経験を 
有する者等）を踏まえ，本市の基準を満たす者 
に営業を認める 

・国は開設者を通じて卸売業者の 

 業務及び財務をモニタリング 

・（仲卸業者に関する規定は無し）   

営業の許可制を廃止 

市場整備については，国から計画の認定を 

受けた上で，費用補助を活用し実施する 

福岡市を主たる供給区域に設定して， 

福岡市民の食生活を支える 

市民に安全・安心で良質な生鮮食料品を 

安定供給するため，国に認定申請する 

国は，開設者が策定した市場整備の計画を 

認定し，開設者への費用補助を行う 

開設区域を廃止 

（開設者が自ら主たる供給区域を設定） 

共通ルールを遵守し公正・安定的に取引できる 

者を，国が中央卸売市場に認定【認定制】 

市場の開設 
及び運営に 
関すること 

国が，市場整備の基本方針や計画を策定し， 
開設者への費用補助を行う 

国が，市場ごとに生鮮食料品の流通圏 
とする開設区域（福岡市）を指定 

中央卸売市場の開設は，国が指定した 
自治体に限り認可する 【認可制】 

現行法での国の関与 法改正の要旨 本市の考え方 

市場内業者 
に関すること 

・国が卸売業者に営業を許可 
 
・開設者が仲卸業者に営業を許可 

・国が卸売業者の業務及び財務を指導監督 
 
・開設者が仲卸業者の業務及び財務を指導監督 

取引に 
関すること 

卸売業者が，その市場の仲卸業者以外に 

販売することを原則禁止 

【第三者販売の禁止】 

仲卸業者が，その市場の卸売業者以外から 

買い入れて販売することを原則禁止 

【直荷引きの禁止】 

卸売業者が，市場内にある物以外の物を 

卸売することを原則禁止 

【商物一致の原則】 

条例改正の「基本的な考え方」の検討 

30年秋 
政省令・ 
基本方針 
の公布 

32年2月 
議会条例（案） 

上程 

32年６月 
改正法・ 
条例施行 
（想定） 

条例改正（案）の策定 国に認定申請 
30年６月22日 
改正法公布 

資
料
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項　目

目　的

① 市

②   卸売業者
    ( 仲卸業者 ）

①　 売買取引の原則

②　 売買取引の方法

③　 売買取引の条件
      の公表

④　差別的取扱い
     の禁止

⑤　受託拒否の禁止

⑥　決済の確保
　　（原則）

⑦　売買取引の結果等
     の公表

① 開場の期日

② 卸売業者・仲卸業者
　　の認定

③ 事業報告書の提出

福岡市中央卸売市場の業務規程改正（案）の骨子

内　容　（※１）

　本市市場の適切かつ健全な運営を確保することで，生鮮食料品等の取引の適正化と
  生産・流通の円滑化を図り，もって市民生活の安定に資すること

　卸売市場を生鮮食料品等の公正な取引の場とするために「共通ルール」の遵守を義務付ける

 １　市場機能を確保し，生鮮食料品を安定的に供給するため

共通ルール
（法定）

　本市市場が市民に対する生鮮食料品の安定供給に重要な役割を果たしていることに鑑み，引き続き，
　卸売市場としての高い公共性を発揮し，市民に生鮮食料品を安定供給するために責務を課す

責　務
・公正かつ安定的な業務運営に努める
・取引参加者に対し，不当に差別的な取扱いをしてはならない

・市場での卸売（仲卸）に当たり，業務規程を遵守しなければならない
・本市市場で円滑・安定的に卸売（仲卸）を行うことにより，市民に
  対する食品供給の安定・向上に資するよう努めなければならない

その他の
取引ルール

（※2）

・取引参加者は公正かつ効率的に売買取引を行わなければならない

・市場での卸売は，せり売り・入札，又は相対取引
 によらなければならない

・卸売業者は，売買取引の条件をインターネット等で
　公表しなければならない

・卸売業者は，市場での卸売に関し，出荷者や買受人等に対し，
　不当に差別的な取扱いをしてはならない

・卸売業者は，卸売の販売委託の申込みがあった場合は，
　正当な理由がある場合を除き，その引受けを拒んではならない

・卸売業者は，受託物品の卸売をしたときは，委託者に卸売の翌日
　までに代金を支払わなければならない
・卸売業者から卸売を受けた者は，商品の引渡しと同時に代金を
　支払わなければならない
・仲卸業者から販売を受けた者は，代金をできるだけ早期に支払う
　よう努めなければならない

・卸売業者は，売買取引の結果等をインターネット等で
  公表しなければならない

・卸売業者，仲卸業者は，本市に事業報告書を提出し，
　経営状況を報告しなければならない

・休開場日は，生産出荷の事情等を考慮して市長が設定する

・定期的に，本市の卸売業者・仲卸業者として，適格性（業務を適確に遂
行する 知識，経験，資力を有しているか，認定業者の責務を果たしている
か等）を備えているか，本市の認定を受けなければならない



  ８

項　目

① 第３者販売

② 直荷引き

③ 商物一致

④ 委託手数料の届出

⑤ 奨励金の報告

⑥ 売買参加者の承認

⑦ せり人・せり参加人
    の届出

⑧ 卸売業者による
    再委託引受

① 衛生上有害な物品の
    売買禁止

② 品質管理

施設使用

監    督

その他

　※1　この資料の内容は，現時点における業務規程改正の案であるため，これが，そのまま

　　  条例になるものではありません。

　　　　市場ごとに設定できる取引ルール

　※2　関係者の意見を聴くなど公正な手続きを踏めば，共通ルールに反しない範囲で，

 取引ルールの遵守，市場の秩序維持等，卸売市場の適切かつ健全な運営を確保するために
 必要な指導監督・検査・改善措置命令等の処分に関する規定

 市場の運営に関する規定　（ 取扱品目，市場開設運営協議会　等 ）

 市場施設の使用に関する規定 （　施設の使用許可，施設使用料，転貸禁止 等　）

・卸売業者は，（出荷・完納）奨励金を支出したときは，
 市長に報告しなければならない

・卸売業者・仲卸業者・売買参加者・関連事業者は，
　衛生上有害な物品を売買し，又は売買目的で所持してはならない
・市長は，衛生上有害な物品の売買を差し止め，
  撤去を命じることができる

・市場関係者は，食品衛生法等に則して
  物品の品質管理の徹底に努めなければならない
・卸売業者・仲卸業者は，部門ごとに
  品質管理責任者を定めなければならない

・卸売業者が仲卸業者・売買参加者以外の者に
  卸売をしたときは，市長に報告しなければならない

・仲卸業者が市場外の者から買い入れて販売したときは，
 市長に報告しなければならない

・卸売業者が市場外にある物品の卸売をしたときは，
 市長に報告しなければならない

内　容　（※１）

その他の
取引ルール

（※2）

 ３  食の安全安心を確保するため

 ２  適正かつ円滑な取引を確保するため

・卸売業者は，委託手数料をあらかじめ定め，
 市長に届け出なければならない

・売買参加者（卸売業者から卸売を受ける者）は
 本市の承認を得なければならない

・卸売業者はせり人，仲卸業者・売買参加者はせり参加人を
 本市に届け出なければならない

・卸売業者が卸売を行った物品について，仲卸業者・売買参加者
　から販売の再委託を受けた場合は，適当な標識を付け，卸売の
　際にその旨を告知しなければならない

資料４ 

規制緩和 

規制緩和 

規制緩和 
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中央卸売市場における基本的な取引と現在の主な取引規制（イメージ） 
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物流  

生
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小
売
業
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飲
食
業
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 卸売業者  

第３者販売の禁止 

商物一致の原則 

直荷引きの禁止 

卸売業者は，原則として，市場内

の仲卸業者・売買参加者以外に卸

売をしてはならない  

卸売業者は，原則として，市場内

にある生鮮食料品以外の卸売を

してはならない  
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仲卸業者は，原則として，市場内

の卸売業者以外から買い入れて

販売をしてはならない  
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中央卸売市場  

小
売
業
・ 

飲
食
業
等 

消 

費 

者 

（
市
民
） 

集荷  

卸
売
業
者 

販売  

仲
卸
業
者
・ 

売
買
参
加
者 

せり  
相対   

 

生 

産 

者 

・残品を生じたとき  
残品を生じる恐れがあるとき  

・他市場の卸売業者に転送する場合  
・市場間・業者間連携  

・卸売業者から買い入れ困難なもの  
 で，開設者が取引秩序を乱す恐れ  

がないと認めたとき  

例

外  

例

外  

・電子商取引  
・開設区域内において市長が指定した  
 場所にある物品を卸売するとき  

例

外  

基 本 

分荷  
販売  

報告事項１ 



報告事項（1）
■ 鮮魚市場 高度衛生管理整備事業　全体工事スケジュールの変更案について

西卸売場棟の工期及び整備時期の変更について

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 3 4 5 6 7 8 11 12 2 3 4 7 12 1 2 3

―

防鳥ネット

切
替

切
替

切
替

切
替

閉鎖型
切
替

閉鎖型
切
替

切
替

閉鎖型

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 3 4 5 6 7 8 11 12 2 3 4 7 12 1 2 3

―

防鳥ネット

切
替

切
替

切
替

切
替

閉鎖型
切
替

閉鎖型
切
替

切
替

閉鎖型
切
替

切
替

【第2⼯区】
改修⼯事

【第３⼯区】
改修⼯事

【東⼯区】改修⼯事
⻄⼯区 東⼯区

突堤東卸売場棟 【北⼯区】改修⼯事

2-1②⼯区

突堤⻄卸売場棟

⻄卸売場棟 【1,2階】充電設備⼯事 既存シャッター部防⿃ネット設置
・洗⾞設備⼯事

【海側】改修⼯事 【陸側】改修⼯事
（防⿃ネット・タイヤ洗浄施設の設置）

北⼯区 南⼯区

⿂函倉庫棟 【2階】充電設備⼯事

【南⼯区】改修⼯事
北⼯区 南⼯区

⿂函倉庫棟 【2階】充電設備⼯事 改修⼯事

【第１⼯区】
改修⼯事

閉鎖型

⻑浜卸売場棟 【⻄⼯区】
解体⼯事 【⻄⼯区】改築⼯事 【東⼯区】

解体⼯事 【東⼯区】改築⼯事
⻄⼯区 東⼯区

東卸売場棟 【⻄⼯区】改修⼯事

1 65 8 11

耐震強化岸壁⼯事 1-1⼯区-35ｍ 1-2⼯区-60ｍ 1-2②⼯区 2-1⼯区-87ｍ

令和3年度
11 11 9 10 9 10

整備方針 棟別
平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

⻄卸売場棟 【1,2階】充電設備⼯事 既存シャッター部防⿃ネット設置
・洗⾞設備⼯事 改修⼯事（閉鎖型化）

≪変 更 後≫

令和2年度

改修⼯事

⻄⼯区 東⼯区

突堤東卸売場棟 【北⼯区】改修⼯事 【南⼯区】改修⼯事

【東⼯区】
解体⼯事 【東⼯区】改築⼯事

⻄⼯区 東⼯区

東卸売場棟 【⻄⼯区】改修⼯事 【東⼯区】改修⼯事

突堤⻄卸売場棟 【海側】改修⼯事 【陸側】改修⼯事
（防⿃ネット・タイヤ洗浄施設の設置）

閉鎖型

⻑浜卸売場棟 【⻄⼯区】
解体⼯事 【⻄⼯区】改築⼯事

耐震強化岸壁⼯事 1-1⼯区-35ｍ 1-2⼯区-60ｍ 1-2②⼯区 2⼯区-87ｍ

令和2年度 令和3年度
11 11 9 10 9 101 6

整備方針 棟別
平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

5 8 11

＜当初計画＞

≪変更のポイント≫

⑤西卸売場棟
工事期間中の市場運営に配慮し，代替え卸売場（売場面積）の確保や繁忙期（12月）を含まない工期とするため，突堤東卸売場棟北工区及び魚函倉庫棟の工事が
完了してから着手するように見直すもの。これにより，令和3年3月事業完了から令和3年11月完了予定となるため，事業期間を1年延長するもの。

今後，国と協議し，事業期間を延長する計画変更が公表されたら，市場整備委員会等で報告する。

＜当初計画＞

　事 業 期 間：平成27年度から令和２年度まで

　西卸売場棟：令和２年３月から令和３年２月まで　（工期：12ヶ月）

＜変更後＞

　事 業 期 間：平成27年度から令和３年度まで

　西卸売場棟：令和３年１月から令和３年11月まで　（工期：11ヶ月）

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

完了時期を8ヶ月延長（令和3年11月完成）

◎突堤東卸売場棟（北工区）

◎魚函倉庫棟の完成後に着手

11～12月
準備・製作

繁忙期の12月に工事をせず，

年明けから11月末までの約11ヶ月を実工期予定

報告事項２ 資料６
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■ 西卸売場棟（改修）の工区割（案）について
計画平面図　　部分的に既存プラットホーム先端から約9ｍの位置に壁位置を変更する。（2番～4番，20番～22番部分）

※黒線の部分が壁・シャッターの位置，ピンクの部分が増床部分を示す。　【平成30年12月11日　市場整備委員会決定】

計画断面図　※同上

○ 売場増床のため，部分的に既存プラットホーム
を先端から約９ｍ延長し，壁を設置する。

売場面積 約440 ㎡増加
【内訳】 魚市側 約233 ㎡

中央側 約207 ㎡

○ 増床部分はトラックは４ｔ（小型）横づけを中心
とし，搬入・搬出を行う。
それにより，トラックの搬入・搬出時に一方通
行規制が不要である。

○ トラックバースが23台から20台へ減少の範囲
に留まる。
【内訳】　10ｔ（大型）18台，4ｔ（小型）2台

◎ 一方通行規制が無く，バース数も現在の作業
形態に影響の無い範囲に留まる。

※工事施工ヤードについては，市場関係者による運営状況，工事状況に応じて部分
的に変更となる場合があります。

活魚水槽

トイレ

階段室
トイレ

階段室

トラック通路 トラック通路

トラックバース

＜10ｔ 大型＞

トラックバース トラックバース（横着け）

＜4ｔ 小型＞

共同

充電設備

共同

充電設備

共同

充電設備

構内運搬

車両出入口
構内運搬

車両出入口

構内運搬

車両出入口

構内運搬

車両出入口

活魚水槽

トラックバース

＜4ｔ 小型＞

トラック通路
卸売場

壁・シャッター位置（※当初計画から11ｍ移動）

搬出入開口部：オーバースライダー（手動式）

4，
00

0

（増床部分）

（増床部分） （増床部分）

（ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ）

整備概要

トラックバース（横着け）
トラックバース

トラックバース

＜10ｔ 大型＞

（ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ）

トラックバース

＜10ｔ 大型＞

（ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ）

構内運搬

車両出入口

構内運搬車両通行帯 構内運搬車両通行帯

仲卸売場

手洗い

長靴洗浄

手洗い

長靴洗浄

休憩室

手洗い

長靴洗浄

手洗い

長靴洗浄

休憩室

福岡魚市 中央魚市

既存シャッター

既存シャッター

洗車場

（設置済）

第１工区 第２工区 第３工区

7.5m程度

R3．９月中旬～１１月中旬R3．１月中旬～６月上旬 R3．６月中旬～８月下旬

12，000程度

7，500程度

12m程度

第１工区 第２工区

（※お盆休み期間有）

★水槽前整備案：

軽量ｼｬｯﾀｰとし，ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑを約2ｍ前出しすることで施工ヤードを最小限にする。

★ｼｬｯﾀｰ位置を

約2ｍ前出し

★ｼｬｯﾀｰ位置を

約2ｍ前出し

赤線：仮囲いを示す
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29年度
(全期)

30年度
(全期)

前年度比
30年

(4～9月)
(A)

31年
(4～9月)

(B)
(B)/(A)

29年度
(全期)

30年度
(全期)

前年度比
30年

(4～9月)
(A)

31年
(4～9月)

(B)
(B)/(A)

29年度
(全期)

30年度
(全期)

前年度比
30年

(4～9月)
(A)

31年
(4～9月)

(B)
(B)/(A)

生 鮮 63,869 60,380 94.5% 28,878 25,346 87.8% 35,360 34,546 97.7% 16,312 15,346 94.1% 554 572 103.2% 565 605 107.1%

冷 凍 5,562 5,215 93.8% 2,430 2,498 102.8% 6,472 6,095 94.2% 2,891 3,013 104.2% 1,164 1,169 100.4% 1,190 1,206 101.3%

塩 干 2,275 2,108 92.7% 1,060 1,005 94.8% 2,916 2,676 91.8% 1,294 1,081 83.5% 1,282 1,270 99.1% 1,221 1,076 88.1%

計 71,706 67,703 94.4% 32,369 28,848 89.1% 44,748 43,317 96.8% 20,497 19,441 94.8% 624 640 102.6% 633 674 106.5%

野 菜 255,967 238,874 93.3% 116,742 120,281 103.0% 48,216 43,009 89.2% 21,987 21,642 98.4% 188 180 95.7% 188 180 95.7%

果 実 69,526 65,730 94.5% 32,996 32,589 98.8% 22,144 22,476 101.5% 11,267 11,122 98.7% 319 342 107.2% 341 341 100.0%

鳥 卵 486 471 96.9% 234 239 102.1% 130 119 91.5% 61 56 91.8% 268 252 94.0% 262 235 89.7%

計 325,979 305,075 93.6% 149,972 153,108 102.1% 70,491 65,603 93.1% 33,315 32,820 98.5% 216 215 99.5% 222 214 96.4%

成 牛 9,757 10,344 106.0% 5,122 5,239 102.3% 17,948 19,415 108.2% 9,417 9,555 101.5% 1,840 1,877 102.0% 1,838 1,824 99.2%

豚 10,151 9,547 94.0% 4,485 4,687 104.5% 5,374 4,587 85.4% 2,375 2,421 101.9% 529 480 90.7% 529 517 97.7%

その他 3,161 3,273 103.5% 1,623 1,536 94.6% 731 714 97.7% 362 360 99.4% 231 218 94.4% 223 234 104.9%

計 23,069 23,164 100.4% 11,231 11,461 102.0% 24,052 24,715 102.8% 12,154 12,336 101.5% 1,043 1,067 102.3% 1,082 1,076 99.4%

資
料

７

取扱金額(百万円)取扱数量(ﾄﾝ)

水産物部

（注１）単位未満四捨五入のため，計と一致しないものがある。

（注２）食肉部の「その他」は，副生物（内臓），部分肉等。

1
2

各市場取扱状況

食 肉 部

青 果 部

区 分

単価(円／㎏)
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